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猿沢地区振興会だより 

新
年
度
の
挨
拶 

猿
沢
地
区
振
興
会 

会
長 

菊
地
昌
斉 

 

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
、
い
つ
終
息
す
る
の
か
と
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は

一
人
ひ
と
り
が
自
分
達
の
生
活
の
見
直
し
を
行

い
、
ど
ん
な
対
策
が
最
善
で
最
良
な
の
か
を
検
討

し
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
四
月
よ
り
指
定
管
理
を
受
託
し
、

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
・
猿
沢
伝
承
交
流
館
・
猿
沢

体
育
館
の
維
持
管
理
、
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
大
き
な
問
題
も
無
く
運
営
出
来
て
い
る
こ

と
は
、
皆
様
の
御
協
力
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

出
張
所
の
課
題
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
出
張

所
の
機
能
を
残
し
て
欲
し
い
事
を
継
続
し
て
市

に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
高
齢
者
は
買
い
物
に
行
き
た
く

て
も
自
由
に
行
け
な
い
現
状
や
、
少
子
化
に
よ
る

学
校
の
統
合
、
農
地
維
持
等
、
地
域
で
の
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し

五
年
目
と
な
り
、
計
画
を
見
直
す
年
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

猿
沢
を
目
指
す
指
針
と
な
る
よ
う
計
画
の
見
直

し
に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

＝
今
後
の
行
事
予
定
＝ 

・
第
９
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

４
月
１５

日
（
水
）
１８

時
半
～
２０

時
半 

・
第
１
回
猿
沢
地
区
振
興
会
理
事
会 

 

４
月
２４

日
（
金
）
１８

時
半
～
２０

時
半 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
伴

い
、
今
後
も
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
延
期
や
中

止
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

大
募
集
！ 

振
興
会
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
区
の

催
し
な
ど
積
極
的
に
広
報
紙
面
に
掲
載
し
、

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
の
催
し
等
に
お
邪

魔
し
取
材
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

振
興
会
（
電
話 

４
８―

３
３
６
６
） 

 

地
域
を
守
る
の
は
、
振
興
会
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
地
域
を
愛
す
る

思
い
で
各
自
治
会
の
よ
り
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
き
、
猿
沢
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

結
び
に
、
２
０
２
０
年
度
も
猿
沢
地
域
の

皆
様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て

最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
度
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

区 世帯数 男 女 合計 比較

１区 54 74 85 159 1

２区 46 48 50 98 -1

３区 67 88 91 179 -3

４区 46 78 74 152 1

５区 28 41 50 91 0

６区 36 49 54 103 1

７区 37 55 45 100 0

８区 53 84 84 168 -2

９区 24 31 37 68 2

１０区 52 67 69 136 0

１１区 85 121 128 249 -4

１２区 37 53 46 99 0

１３区 19 27 28 55 1

猿沢の行政区別人口と世帯数

3月末現在

佐
藤
友
信
さ
ん
・
芳
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
町
方
）

が
、
総
延
長
４５

キ
ロ
に
渡
り
、
猿
沢
の
美
化
と

交
通
安
全
を
願
い
、
一
株
一
株
植
栽
し
た
ス
イ

セ
ン
が
今
年
も
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

２０

年
以
上
経
過
し
た
今
も
、
沿
道
に
は
ス
イ

セ
ン
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。 

猿沢のお宝紹介 

（写真：野田前地内） 
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令和２年３月、新型コロナウイルス感染症

予防のため、小、中学校では休校措置を余儀な

くなくされ、規模縮小、来賓無しという異例の

卒園式、卒業式を迎えた子ども達、また保護者

の方々にとっても、忘れられない巣立ちの日

となってしまいました。 

しかし子ども達は、このような情勢をしっ

かりと受け止め、限られた時間の中で式の練

習を行い、思い出あふれる学び舎、仲間、先生

方に感謝の気持ちを伝える姿に、感動とたく

ましさを感じました。 

 世界中が混乱しているこの状況が平常に

戻るには、まだまだ時間がかかることと思

います。 

普通の生活は、決してあたりまえなので

はなく、たくさんの幸運のおかげで今日と

いう日はあるのだということを忘れず、毎

日を大切に過ごしてほしいと願います。 

きっとこの経験は、未来ある子ども達の

大きな糧になると信じています。 

 

頑張れ子ども達！ 

猿沢は、いつもみんなを応援しています。 

４月からはピッカピカの一年生。卒園児 11名 

真新しい学生服で卒業証書を授与した卒業生 14名。 

笑顔で大東中学校を卒業した猿沢出身の生徒。卒業生 13名 


